
記念トークセッション　10/28 [土]

伝統ある窯業地で、 その伝統をふまえながらも独自の造形を展開する三氏。 本トークセッションでは、 自身と産地

の関わりや、 そこから生まれる造形について、 それぞれ視点からお話しいただきます。

出演者　|　市野雅彦氏、 隠﨑隆一氏、 福島善三氏 （いずれも本展出品作家）

日　 時　|　10 月 28 日 （土） 13:30 ～ 15:00 （開場は 13 ： 00）

聞き手　|　マルテル坂本牧子 （当館学芸員）

会　 場　|　兵庫陶芸美術館研修棟１階 セミナー室

定　 員　|　110 名 （事前申込制、 先着順）

参加費　|　無料 （ただし本展観覧券の半券が必要です。）

※ 詳細は裏面をご覧下さい。

日本工芸会陶芸部会 50 周年記念展　未来へつなぐ陶芸―伝統工芸のチカラ

産地でつくる、産地をつくる―丹波・備前・小石原

1 2 3

1. 市野雅彦　《赤ドベ采器》　2021 年　個人蔵　

2. 隠﨑隆一　《備前広口花器》　2012 年　東京国立近代美術館

3. 福島善三　《中野月白瓷鉢》　2017 年　茨城県陶芸美術館
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出演者 ： 市野雅彦氏、 隠﨑隆一氏、 福島善三氏 （いずれも本展出品作家）

日　 時 ： 10 月 28 日 （土） 13:30 ～ 15:00 （開場は 13 ： 00）

聞き手 : マルテル坂本牧子 （当館学芸員）

会　 場 ： 兵庫陶芸美術館研修棟１階 セミナー室

定　 員 ： 110 名 （事前申込制、 先着順）

参加費 ： 無料 （ただし本展観覧券の半券が必要です。）

《お申し込み方法 》　ご参加には事前にお申込みが必要です。

１　WEB … 当館ホームページからお申し込み下さい。

２　FAX … チラシ下部の参加申込書に必要事項をご記入のうえ、

　　　　　  　  下記お申込み先へお送り下さい。

３　電 話 … 下記お申込み先へお電話ください。

※ お申込み後に人数変更 ・ キャンセルされる場合は、 必ずご連絡

　 ください。

【お申込み ・ お問合わせ先】

兵庫陶芸美術館　学芸課

〒669-2135

兵庫県丹波篠山市今田町上立杭 4

TEL　079-597-3965　　FAX　079-597-3967

HP　  https://www.mcart.jp

＊お申込み時に記入された連絡先 （電話 ・ FAX ・ メールのいずれか） にお知らせしますので、 必ず日中に連絡のとりやすい連絡先を、 お間違いのないようご記入

　ください。

【個人情報の取扱い】 本参加申込に係る個人情報は、 お客様への 「当館からの連絡 ・ お知らせ」 以外の目的には使用しません。

日本工芸会陶芸部会 50 周年記念展　未来へつなぐ陶芸―伝統工芸のチカラ

参加申込書｜2023年 10 月28 日 （土）

記念トークセッション 「産地でつくる、 産地をつくる―丹波 ・ 備前 ・ 小石原」        FAX ： 079-597-3967

プロフィール

1961 年、 兵庫県多紀郡今田町 （現 ・ 丹波篠山市

今田町） に生まれる。 1981 年、 嵯峨美術短期大学

陶芸科卒業後、 陶芸家 ・ 今井政之氏、 父 ・ 初代市

野信水氏に師事する。 1995 年、 日本陶芸展大賞 ・

秩父宮賜坏、2006 年、日本陶磁協会賞、2007 年、

パラミタ陶芸大賞展準大賞。 展覧会に 「現代工芸へ

の視点―茶事をめぐって」 （東京国立近代美術館工

芸館）、 「市野雅彦―軌跡、 丹波にて」 （兵庫陶芸美

術館） など多数。

市野雅彦
Ichino　Masahiko

丹波

1950 年、 長崎県福江市 （現・五島市） に生まれる。

大阪芸術大学芸術学部デザイン学科卒業後、 デザイ

ン会社に勤務。 1976 年に岡山県備前市伊部で、

岩本修一氏、 伊勢﨑淳氏らに師事する。 2015 年、

日本陶磁協会賞金賞。 2019 年には岡山県指定重

要無形文化財保持者に認定。 展覧会に 「隠﨑隆一

事に仕えて」 （菊池寛実記念 智美術館／東京）、 「島

村光 ・ 金重有邦 ・ 隠﨑隆一展」 （岡山県立美術館）

など多数。

隠﨑隆一
Kakurezaki　Ryūichi

備前

1959 年、 福岡県朝倉郡の小石原焼の窯元に生まれ

る。 福岡大学経済学部卒業後、祖父・福島荒次郎氏、

父 ・ 福島司氏に作陶を学ぶ。 2003 年、 日本伝統

工芸展日本工芸会総裁賞 （13 年 高松宮記念賞）、

2014 年、 日本陶磁協会賞、 2017 年には重要無

形文化財「小石原焼」の保持者に認定。 展覧会に「工

芸から KŌGEI へ」 （東京国立近代美術館工芸館）、

「青磁のいま―受け継がれた技と美　南宋から現代ま

で」 （東京国立近代美術館工芸館 他） など多数。

福島善三
Fukushima Zenzō

小石原

氏　名 申込人数 住　所

連絡先

ふ り が な ＊ 必 須

T E L 　 　 　 　 － 　 　 　 － F A X 　 　 　 　 － 　 　 　 － E-MAIL

＊ 必 須 ＊FAX でお申込みの方は必須

＊ 必 須 ＊ 必 須

名

都道

府県

市区

町村（市区町村まで）


